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  真の余裕(Ⅰサムエル記18:22-29)
いつも私の周りに良い人ばかりであれば、なんと幸いでしょう。けれども、人生はそんな甘いものではありません。ときには私を困らせる人、騙そうとしている人、ひどい場合は、詐欺を働く人もいます。また、私が進む道をいつも邪魔ばかりし、足を引っ張る人間が周りにはいるわけです。それで人生を荒野に例える場合が多くあります。そんなに甘い人生ではないということでしょう。だから、人々は常に不安の中でナーバスになって、ストレスに繋がる緊張感を持って一日一日を過ごしているのではないでしょうか。信者はそういう意味でどうでしょうか。信者の人生はバラ色の明るいものばかりなのでしょうか。残念ながら信者の人生も変わることはありません。荒野のような世を歩いていきます。しかも信者には、先週も申し上げましたように、目に見えないサタンが策略をもって信者を倒そうとしていて、その中を通って歩いていく者です。特に、信者を倒そうとしているサタンの策略の中で、人を通して、人を利用してそのような策略を用いていくということがあります。特に今日の聖書の箇所は、それが克明に記されている場面です。
サウル王が実は悪霊に取り憑かれていて、そのサウル王を通してダビデを消そうとするわけです。ダビデは契約の人なので、それでサウルが策を練りました。ダビデを王の婿にするから、「ダビデよ。この王のために敵のペリシテの兵隊と勇敢に戦ってちょうだい」と誘ったわけです。すると、ダビデは謙虚に「そんなことできません。私のような人間が王の婿になるなんてありえません」と丁寧に断り、その話が進まないうちにダビデによこそうとしていた娘が違う人の方に行ってしまいました。そこでもうひとりの娘ミカルという人がダビデに恋の思いを抱いているということに気づきました。サウルはダビデにもう一度「ミカルをあなたの嫁にするから、王の婿になりなさい」と誘ったわけです。そのときのダビデは「私のような人間がこんな身分低い人間が王の婿になることなんてありえません」と丁寧に断りました。それでサウルは家来たちを通してダビデを説得させるようにします。家来たちがダビデのところに行って、ダビデをまた誘います。「王様のお気に入りなのだよ。王様があなたを気にかけているから王の婿になりなさい。他に何も条件などありません。ただペリシテの兵隊を100人倒せば、それで条件無しで王の婿になれるから」としつこくダビデを説得したわけです。そこでダビデはそこまで言うならばと…。これがサウルの策略であることをダビデが分かっていたのか、あるいは知らなかったのかはよく分かりません。ダビデはそこでサウルの言うとおりにペリシテの兵隊に向かって出ていき、戦争を仕掛けて100人ではなくて200人を倒して、その証拠を持って戻ってきたわけです。サウルがなぜダビデを婿にして勇敢な兵士として戦いなさいと言ったのかというと、サウル自身で手にかけずにペリシテの兵隊によってダビデが殺されるだろうと思って、このような策略、知恵を練っていたわけです。ダビデはそのサウルの策略に騙されてそのまま引っかかっているかのように思われます。分かっていたのか、分かっていなかったのかはよくわかりませんけれども。皆さん、これがドラマだと思ってみてください。「ダビデ、それは違うよ。騙されてはいけませんよ。婿になることはただの罠に過ぎないものだよ」と叫びたくなるドラマチックな場面でしょう。それなのにアホみたいにダビデは最初は断っていたのに、ペリシテと戦争するために出向いていったわけです。でも、結果的にダビデが勝利を収めることになりました。つまり、ダビデを消そうと、ダビデを殺そうとしていたサウルの策略は無駄なものになり、崩れてしまいました。
　そして、その結果、ダビデの名前はより偉大なものとして国民の間で広められ知らされることになったわけです。この出来事を通して、今日クリスチャンの私達は、神様のメッセージをしっかり握っていかないといけません。私たちが契約の中にいる限り、どのようなサタンの策略でも無駄なものになり、崩れ落ちて無力化されてしまうということです。つまり、契約の前ではサタンのすべての策略が、どのような知恵を用いて、どういう詐欺を働くか分かりませんが、そして、信者の私たちがそれに気づいていたのかどうかは関係なく、最終的には無駄なことになってしまいます。それだけではありません。私たちが契約の中にいる限り、そのサタンの策略でさえ、契約を成就させる道となるということです。これをきっかけにダビデはさらに王になる道に進むことになるわけです。これがサタンの策略というものであることを今日の聖書の箇所を通してしっかりと心に刻んでいただきたいと願います。聖書にはそのような話だらけであり、そういう証拠ばかりです。ヨセフは家族の中で唯一契約を握っていたものです。それで腹違いのお兄さんたちがヨセフを憎んで妬みに燃えて、結局ヨセフを殺そうとしたわけです。最終的には、奴隷として売られることになり、それからヨセフの人生は苦しみだらけの波乱万丈の人生を送ることになりました。サタンの策略は、契約を握っているヨセフを消すことなのです。しかし、そのサタンの策略によって、結局ヨセフはエジプトの総理大臣になって、キリストが来られる道を備える、その役割をまっとうすることになるわけです。それが分かっていたヨセフは、創世記45：5において「お兄さんたち。私を売ったことで心配しないように。悲しまないように。神様が多くのいのちを助けるために私を先に送ったことなのです」。これがまことの余裕というものです。まことの余裕は契約の中にいる限り、サタンのどのような策略も無駄なものになるということが分かっているときに、それどころか、それがむしろ契約を勧めていく道となるということまで分かっているので、なにものにも揺れることなく、ヨセフのように、ダビデのように、世の中の人は真似できない余裕の人になれるわけです。

モーセは生まれた時から、サタンは契約の指導者となるモーセを消そうとしました。そのサタンの策略がきっかけとなって、モーセは宮殿の中に入れられることになり、指導者としてのいろいろなことを備えることになります。そして、40歳になったときに、殺人犯として逃亡者になります。サタンはそのように追い込むようにしました。しかし、そのサタンの策略によって、ミデアンという荒野で40年間、指導者としての霊的な資質をしっかりと備えることになり、出エジプトの主役となったわけです。サタンの策略が契約を成就することをまるで助けるような形になるということが聖書の証言です。そして、キリストであるイエス様がこの世に来られました。イエス様が裁判に渡されたときに、ピラトが言いました。「この人には何の罪も見当たらないので、この凶悪犯罪者バラバを十字架につけて、イエスは釈放しようじゃないか」と言ったときに、全群衆が立ち上がって「だめですよ。イエスを十字架に、イエスを十字架に」と言い、結局、サタンの策略通り、イエス様は十字架の犠牲のいけにえとなります。サタンは自分が成功したと、契約そのものであるイエス・キリストを消したと思っていたでしょう。策略どおりになりました。けれども、その十字架の上でこのように宣言されました。「すべてを完了した」と。「悪魔の頭を踏み砕いて、すべての人の罪をきよめられ、いのちを与えられるためのキリストの契約、キリストとしての役割をすべて完璧に完了した」と宣言したわけです。サタンの策略が、イエス様がキリストの契約を成就することをまるで手助けしたような結果になってしまいました。不思議で、不思議でしょうがないことなのです。初代教会を見ていてもそうです。悪魔はユダヤ教、そして、ローマの政府、政治の力をもって初代教会を存在そのものを地上でなくそうとして激しい迫害を加えることになりました。そうするとサタンが勝利できると思っていたでしょう。
その結果、エルサレムからユダヤ、サマリヤの全土、地の果てにまでイエスの証人となるという契約が成就する道となったわけです。皆が散らばっていて、行く所々においてイエスはキリストだと伝えることを止めなかったわけです。その代表的なケースがステパノでしょう。ステパノは石打にされて殺される覚悟の上で福音を宣べ伝えていていました。そこで予想通りに石打にされ殺されました。あの契約の人間ステパノを殺せばいいだろうとサタンは群衆を煽ってそのような迫害を加えたわけです。しかし、ステパノが死ぬことによって、それをきっかけに福音が世界中に広まることになったわけです。人間的に良いこと、楽なことなのか、大変なのか、そればかりが基準になっていますが、信者の私たちはそういう基準にとらわれていてはいけません。私たちの基準は契約です。この奥義が分かっていたパウロは、サタンの策略の前で余裕を持つだけではなくて、一歩進んでサタンの策略だと分かっていながら、その中にわざわざ身を入れることになります。パウロがエルサレムに行こうとした時に、預言を見ていた預言者たちが、パウロがそこで鎖に繋がれて刑務所に入れられるという幻を見ることになります。それで「パウロ先生、だめですよ。エルサレムに行くとあなたにこういう事が起きるのでだめなのです。サタンの策略が待っていますよ」と話します。パウロは少し渋い表情をしながら「私がそれぐらい知らないと思うのか。でも、私は行く」。行って捕まえられて、結局罪囚としてローマにまで行くようになります。これはものすごいレベルです。サタンの策略があってもそれはどうでもいいという余裕を超えて、まことの余裕を持っているので、誰も真似できない余裕を持っているので、刑務所の中でも「私はすべての境遇において満足できる秘訣を心得ている」と言います。刑務所の中でもイエスの福音がより伝えられることによって感謝しているパウロですからサタンの策略の真ん中にわざわざ入っていく、そのような余裕を持っていることが聖書を通して見られます。
改めて申し上げます。契約の中にいる限り、どんなサタンの策略も無駄なものになり、それだけではなくて、そのサタンの策略でさえ契約を成就させる道となる。これが聖書の証言であり、真理です。これが事実の裏にある真実、真実の裏にある霊的事実というものです。これが分かっているので、信者の私たちは霊的余裕、まことの余裕の人間として、この荒野のような世を歩いていくようになります。ですから、私たちはこのようにまとめることができるでしょう。契約の前ではサタンは賢く振る舞っていても結局アホなのです。契約の前では悪魔、サタンはバカなのです。私たちはこのようにまとめます。契約の人は、サタンの策略の前でバカみたいになって、より契約の中にのめり込んでいくのみなのです。サタンは本当の意味でバカです。しかし、契約の人、クリスチャンの私たちは、そういう意味でサタンを欺けるバカなのです。契約のきちがい、契約のバカなのです。その人が余裕の人間です。契約の人はサタンの策略の前で分かっているので、それが無駄になり、契約を成就させる道となることが分かっているので、しばらくは辛いかもしれません。ときには奪われるときもあるでしょう。ときには死ぬこともあるかもしれません。しかし、揺れることはありません。余裕です。なぜでしょうか。分かっているので。ですから、いちいち不安に怯えることなどしません。いちいちナーバスになって立ち向かうことなどもありません。いちいちサタンの策略に対して、人間的に策を考えたりする必要もありません。いちいちサタンの策略に悪い意味での緊張感などを持つことはありません。結果的に、人と戦うことなどはしません。人を通してサタンは私たちを引っかけようと策略を使うわけです。しかし、私たちは分かっているの、余裕を持っています。余裕がないからいちいちデリケートになるのではないでしょうか。余裕がないからです。いちいち誰が正しいか、正しくないか、1なのか10なのかなどと細かくなってしまうでしょう。余裕がないからです。その人が正確的にきちんとしているからではなくて、余裕がないからです。ですから、契約の人であれば、勝利の確信の上にしっかり立って、契約の道を休むことなく諦めずに進んでいけばいいわけです。イエス様がおっしゃいました。ヨハネ16：33、「あなたがたは、世において患難に預かります。しかし、大胆でありなさい」。なぜなのでしょうか。わたしはもうすでに世に勝っているから。ですから、サタンの策略があればあるほど、私たちはバカのように変わることのない契約の上に堅く立つようになります。別の言葉で言いますと、契約に集中していくようになります。どうしましょう。なんでだろう。あいつが悪い。どっちが悪いのでしょうか。としている間はストレスから自由になりません。どうでもいいですよ。私はバカなのだよ。ダビデのように周りから見ると「おいおい詐欺なんだよ。それに引っかかるの？」と思われるような道を歩いていくとしても余裕なのです。どっちみち勝利するのだから。これがクリスチャンの世の中の人には見られない余裕というものなのです。
ですから、今週1週間も大変な時期ではありますが、自分は契約の人間なのかどうかを確認しましょう。その確認する基準、材料は何でしょうか。一個しかありません。イエスを信じる信仰。イエス様をキリストとして認めるから。それさえあればどんな人間でも契約の人間なのです。それを確認して、ならば契約の内容が何なのかということを具体的に確認して整理するときにしましょう。契約は何でしょうか。キリストであるイエス様が、すべての問題を完璧に終わらせた。これが契約です。キリスト、終わり。これが契約です。ですから、いままでのように世にあるものによって左右されることなく、それをテーマにせずに、何を食べるか飲むかではなくて、神の国のために生きる、神の国がテーマなのです。これが契約です。もちろん良い社会のために貢献しないといけません。しかし、私たちのテーマは良い社会や裕福な家庭ではありません。神の国をテーマにして。これが契約です。そして、自分の力や環境のせいにしたりして、言い訳などに走ったりせずに、この生きる力は聖霊の導きと聖霊の力です。これが契約です。生きる方法です。この契約の元で今の時代は終末の時代、世界福音化という神の契約、これが契約であり、その世界福音化のために、日本の47都道府県に教会を開拓するという契約、その契約のために、皆さんひとりひとり今与えられている自分の現場において、そこに必ず神の国が臨まれて、伝道のわざが現れ、それが備えられているというのが契約です。どんな人でもその人が契約の人であれば、イエスがキリストだと信じる信仰を持っている人であれば、どんな弱さを抱えていても、どんな環境であろうが、関係ありません。必ず神の国が臨まれまして伝道の門が開かれます。つまり、人を助ける人生の祝福を味わうようになる。これが契約です。この契約のために、実はローマ8：28、今日も確認しましたように、サタンの策略でさえすべてを働かせて益となるようになります。ピリピ1：21、死ぬことさえ益となります。このことが分かっている者から生まれるものを余裕といいます。いちいちナーバスにならないようにしましょう。コロナでさえ、この契約を成就させる道となります。私たちはそのことが分かっているものです。
ですから、この余裕を持つということが実は霊的サミットに立つということです。そこから生まれるまことの余裕を持って何も恐れずに、何もうらやむずに、何も問題にせずに、何も引っかからずに、その霊的な余裕の人生を歩くときに、自然にサタンが足元でひざまずき、皆さんの足でサタンを踏み砕いて勝利することになるわけです。この勝利がこの大変な時期にこそ、さらに、さらに皆さんに豊かに現れることを祈ります。

（祈り）
父なる神様。ありがとうございます。いま世界中が大変なときを過ごしています。しかし、私たちはそういうときこそ、終末信仰に目覚め、契約にしっかり根を下ろすことができるように、地上のものは結局は消えてなくなるものであり、私たちには違うテーマがあり、そして、永遠の希望があることを忘れることがないように、しっかりそれが内側に、心のなかに固められるように祝福を与えてください。サタンはあらゆる方面から私たちの信仰をなくそうとしていますが、しかし、サタンのすべての策略はバカのようなものであり、それでさえ契約成就の助けになるということが分かって、余裕を持ってサタンを踏み砕く勝利の人生を歩むことができるようにひとりひとりを導いてください。感謝して主イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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